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政 治 団 体 の 区 分

口 政 党L」 政治資金規正法第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 口 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 た る事 務 所 の所 在 地 岡山県岡山市南区福 富西 凄丁 目20-48

クボ タビル202号

3代 表 者 の 氏 名 谷合 正明 活 動 区 域 の 区 分

[≡]2以 上の都道府県の区域等[コ 同一の都道府県の区域内

4会 計 責 任 者 の 氏 名 角屋 忍
資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

事 務 担 当 者 の 氏 名

平元 道隆

団 有

口 無
公 職 の 種 類 参議院議員

(現職 ・候補者σ)別)(現 職)

[≡ヨ政 治 資 金 規 正 法 第19条 の7第1項

第1号 に係 る国会議員 関係 政治団体

[ヨ 政 治 資 金 規 正 法 第19条 の7第1項

第2号 に係 る国会議員 関係 政治団体

公 職 の 候 補 者

の 氏 名 谷合 正明

公 職 の 種 類 参議院議員

く現職・候補者の別)(現 職)

公 職 の 候 補 者
の 氏名(2人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者σ)別)

公 職 の 候 補 者
の 氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者σ)別)

(電 言舌)086-262-3611 資金 管理 団体の届
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(その2)収 支 の 状 洗

1収 支の総括表

収 入 総 額 4516730,,

(前 年 か ら の 繰 越 額) 4409776,,

(本 年 の 収 入 額) 106,954

支 出 総 額 658,274

翌 年 へ の 繰 越 額 3858456
,,

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人 の負担す る党費又 は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入 した人の数) 0

(2)寄 附

ア 寄二附(イ を 除 く。)の 区 分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人 その他 の団体 か らの寄 附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 106,920
ノ」、 言十(ア)+(イ)+(ウ) 106,920

(寄附 の うち寄附の あっせ ん に よるもの) O

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 106,920



(そ の6)

「 〒

(6)そ の他 の収 入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

1件10万 円 未 満 の も の 34

合 計 34



「
`

(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 3.政 治 団体

寄附者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

金 額 年 月 日
住所(団 体にあっては、主たる事務所

の所在地)
職業(団体にあっては、代
表者の氏名) 備 考

公明党岡山県本部 106,920 H29/11/15 岡山市北区大元上町8-18 谷合正明

1

こ の 頁 の 小 計 106,920

そ の 他 の 寄 附 0

合 計 106,920



(その13)

3支 出項 目別 金 額 の 内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に苅 して
供与 した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0 0

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 52,908 0

(4)事 務 所 費 605,366 0
小 計 658,274 0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 0 0
(2)選 挙 関 係 費 0 0

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 0 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0 0
エ そ の 他 の 事 業 費 0 0

(4)調 査 研 究 費 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 0 0

合 計 658,274



(その14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 3.備 品 ・消耗 品費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受 けた者の氏名

(団体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出 52,908

合 計 52,908



(そ の14>

(2>経 常経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受 けた者の氏名

(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

監査業務報酬 54,000 H29/2/1 公認会計士 宮崎栄一 岡 山市 中 区桑野713-10

印刷代 50,365 H29/2/24 川北印刷㈱ 高知 県 南国 市大 桶 甲1725-10

定期券 51,950 H29/4/17 川崎鶴見臨港バス㈱
神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央
1-568

定期券 34,020 翌29/4/17 東京地下鉄㈱ 東 京都 台東 区東 上野3-19-6

定期券 55,840 H29/5/24 東日本旅客鉄道㈱
東 京都 渋谷 区代 々木2-2-2JR

東 日本 本 社 ビル

会場代 12,520 H29/8/5 岡 山シテイホテル厚生町 岡 山市 北 区厚 生町3-1-20

定期券 51,950 H29/10/17 川崎鶴見臨港バス㈱
神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央
1-568

定期券 55,840 H29/10/17 東日本旅客鉄道㈱
東 京 都渋 谷 区代 々木2-2-2JR

東 日本本 社 ビル

定期券 34,020 H29/10/17 東京地下鉄㈱有楽町駅 東京都千代田区有楽町H1-1
一

航空券代金 10,590 H29/10/24
セブンーイ レブン参議院

議員会館店
東 京 都 千代 田区永 田町2-1-1

写真パネル代 17,064 H29/12/8 ㈱ラボ東京
東京都新宿区四谷本塩町15-9ラ
ボ東京 ビル

JR乗 車券代金 20,760 H29/12/13 JTB首 都圏 国会 内店
東京都千代 田区永田町1-7-1参

議 院別館2階

こ の 頁 の 小 計 448,919

そ の 他 の 支 出 156,447

合 計 605,366



(そ卿 資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア .土 地 口 凹

イ 建 鈎 [コ 凹

ウ 建物の匪査を且的.どすゑ地上権又.は土地の賃僧権 口 凹

工 取 径 の 価 額 杢 辺Ω五 巴 盈 超 え 亙 動 産 口 凹

オ受亀(欝誤撃 畿 ㌘ 錐 堅2} 口 図

力 金 銭 燈 託 口 日

キ 査 伍 証 拳 巳 凹

ク 出 資,鑑 よ る.権 型 [コ 凹

ケ 貸位 先 ご.と の 残 直 蚕1ΩΩ互.巴 を 超 え 益 黛 位 金 口 凹

コ 支.払 並 れ た 金 額 杢 よΩΩ互 置 」を 超.え 益 敷 金 口 凹

取径唖 額が100万 円を超え る施設の利用に関する権 [コ 凹サ 型

シ 惜ム先ごとの残直 杢ユΩΩ互置 を超え益 借ム金 [コ 団
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(そ の20) 宣 誓 書

添付書類 (別添の とお り)

図 1 領収書等の写し

口 2 監査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

回 3 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 あ りませ ん。

平成30年1.月 25日

政治 団 体 の名 称 谷あい正明後援会

会計責任者の氏名 角屋 忍

酬丁

唆簾 譲 ・
熱 印)

代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入すること〉

(印)



政治資金監査報告書

平成30年1月25目

谷あい正明後援会

代表谷　 殿
登録政治資… 人 鮪 湿 座鵡

登 録 番 号 第1418号

研 修 修 了 年 月 日 平成21年5月19日

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」という。)第19条 の13第1項 の規定に基づき、谷あい

正明後援会の平成29年 に係る法第12条 第 壌項に規定する収支報告書のすべての期間を対象

として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を

徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書(支 出の目的が記載さ

れた振込明細書の写 しを含む。以下同じ。)に ついて、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正化委員会が

定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュアル」という。)に基

づき行った。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は徴

取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴し難

かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニ

ユアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査は、谷あい正明後援会の主たる事務所において行った。

2監 査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細書、領収書等、振込

明細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存されていた。なお、領収書等を徴し難かった支出

の明細書を必要とする支出はなく、領収書等を徴し難かった支出の明細書は存在しなかった。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政

治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会計責

任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に規定する収支報

告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて

支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、振込明細書に係る支出目的書は、会

計帳簿に基づいて記載されていた。また、領収書等を徴し難かった支出の明細書は、存在しなか

った 。

3業 務制限

谷あい正明後援会と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反する事実はない。

また、谷あい正明後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間において

も、同様 である。

以 上


